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お住まいの地域についてうかがいます 

問１　お住まいの地区として当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

問２　宛名のお子さんの学年として当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問３　宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をカッコ

内に数字でご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご

記入ください。 

 

問４　宛名のお子さんの世帯（住民票上同じ世帯）は次のうちどれにあたりますか。当てはまる番号１

つに〇をつけてください。【新規】 

※祖父母については、どちらか一方だけの場合でも、祖父母としてカウントしてください。 

※お子さんには、きょうだいも含んでいます。 

 

問５　この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問６　この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

問７　宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた

関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 １．小作台１～５丁目 

２．川崎１～４丁目 

３．川崎番地 

４．栄町１～３丁目 

５．五ノ神１～４丁目 

６．五ノ神番地

７．神明台１～４丁目 

８．玉川１～２丁目 

９．羽690～742 

10．羽4141～4151 

11．羽加美１～４丁目 

12．羽中１～４丁目

13．羽東１～３丁目 

14．羽西１～３丁目 

15．富士見平１～３丁目 

16．双葉町１～３丁目 

17．緑ヶ丘１～５丁目

 １．１年生 ２．２年生 ３．３年生 ４．４年生 ５．５年生 ６．６年生

 きょうだい数　(　　)人　　末子の生年月　平成・令和　(　　)年　(　　)月生まれ

 １．お子さん＋ご両親 

２．お子さん＋ご両親＋祖父母 

３．お子さん＋母親（ひとり親） 

４．お子さん＋父親（ひとり親）

５．お子さん＋母親＋祖父母 

６．お子さん＋父親＋祖父母 

７．お子さん＋祖父母 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

 １．母親 ２．父親 ３．その他（　　　　　　　）

 １．配偶者がいる ２．配偶者はいない

 １．父母ともに 

２．主に母親 

３．主に父親

４．主に祖父母 

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

資料１-4
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子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます 

問８　日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

 

問９　宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相

談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問９-１　問９で「１.いる(ある)」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

※各施設・事業の内容については、表紙裏をご覧ください。 

 

問10　子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポート

があればよいとお考えでしょうか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

 １．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない

 １．いる(ある) ２．いない(ない)

 １．配偶者 

２．祖父母等の親族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．子育て支援施設（地域子育て支援拠点、児童館等）・

ＮＰＯ 

６．保健所・保健センター 

７．子育て世代包括支援センター（子育て相談課相談係・

子ども家庭支援センター）

８．小学校教諭 

９．スクールカウンセラー 

10．教育相談室（教育相談員） 

11．保育士 

12．幼稚園教諭 

13．学童クラブ職員 

14．民生委員・児童委員 

15．かかりつけの医師 

16．その他（　　　　　　　　　）

 １．子育て中の保護者が、気軽に相談でき、適切な支援やサービスなどを紹介してもらえること 

２．親同士が知り合う機会づくり 

３．異なる年齢の子どもが交流できる機会づくり 

４．親子で一緒に遊んだり、学ぶ機会づくり 

５．親子でお昼ごはんやおやつを食べられるような場所づくり 

６．メール配信・ＳＮＳなどの情報提供の充実 

７．子育て中の家庭を訪問し、子育てに関する相談に応じたり子どもとの遊び方等を教えて 

くれる事業 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

９．特にない



就学児童【調査票】

3 

宛名のお子さんの子育てに関する情報の収集についてうかがいます 

問11　子育てに関する情報をどのように得ていますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます　　　　　　　 

問12　この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければなかったことはありますか。 

 

問12-１　問11で「１．あった」のいずれかに回答した方にうかがいます。宛名のお子さんが病気

やけがで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる番号すべ

てに○をつけ、それぞれの日数も数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカ

ウントしてください）。 

※各施設・事業の内容については、表紙裏をご覧ください。 

 １．広報はむら 

２．羽村市公式サイト（ホームページ） 

３．羽村市公式ＰＲサイト 

４．テレビはむら 

５．市の教育広報「はむらの教育」 

６．羽村市暮らしのガイドブック 

７．羽村市子育て応援ガイドブック 

８．羽村市メール配信サービス 

９．市公共施設が発行しているお知らせ（児童館・保健センター・子ども家庭支援センターなど） 

10．市内公共施設や町内会などの掲示板 

11．同年代の子どもを持つ子育ての仲間 

12．ＳＮＳなどのインターネットを通じた子育て仲間 

13．民間のウェブサイト（ホームページ） 

14．新聞 

15．テレビの子育てに関する情報番組 

16．子育てに関する図書 

17．子育てに関する相談機関 

18．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

19．特に情報を得たことはない

 １．あった　　　　 ２．なかった　　⇒次ページ問13へ

 １年間の対処方法 日数／年

 
１．母親が休んだ 日 次ページの 

問12-2へ  
２．父親が休んだ 日

 
３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 日

次ペ-ジの 

問12へ

 
４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 日

 
５．病児・病後児の保育を利用した 日

 
６．ベビーシッターを利用した 日

 
７．ファミリー・サポート・センターを利用した 日

 
８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 日

 
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 日
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　問12-１で「１」「２」のいずれかに回答した方にうかがいます。 

問12-２　その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

当てはまる番号１つに○をつけ、日数についてもカッコ内に数字でご記入ください。 

 

問11-２で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した方に伺います。 

問11-３　病児・病後児保育施設等を利用していない理由は何ですか。理由としてもっとも当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の　

利用についてうかがいます 

問13　宛名のお子さんに関して、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、お子さんを家族以外の誰

かに一時的に預けたことはありますか。当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、１年間に預けた

おおよその日数をご記入ください。 

 

問14　一時預かりについて、どの程度の利用意向がありますか。当てはまる番号１つに○をつけ、意向

ありの場合には、１年間に希望するおおよその日数もカッコ内に数字でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい　⇒　（　　　）日/年 

２．利用したいとは思わない

 １．サービスの質に不安がある 

２．利便性（立地や利用可能時間・日数など）

がよくない 

３．利用登録等に手間がかかる 

４．利用料がかかる・高い

５．利用料がわからない 

６．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

７．利用したいときに定員に達していた 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　）

 １．ある 年間の合計 日

 

内
　
訳

ア．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、ﾘﾌﾚｯｼｭ目的 日

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等 日

 ウ．不定期の就労 日

 エ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 日

 ２．ない

 １．意向あり　⇒　年に(　　　　)日程度 ２．意向なし ３．わからない
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問15　宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れ

や育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いま

すか。 

　短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）

の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご記入ください

（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳を数字でご記入ください。）。 

　なお事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。【国からの第三期変更の指示反映】 

 

問16　現在、ファミリー・サポート・センターを利用していますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。※各施設・事業の内容については、表紙裏をご覧ください。 

 

問16-１　問16で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。理由としてもっとも当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

 

問17　ファミリー・サポート・センターの今後の利用希望についてうかがいます。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

 
１．利用したい 年間の合計 泊

 

内
　
訳

ア．冠婚葬祭 泊

 
イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 泊

 
ウ．保護者や家族の病気 泊

 
エ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 泊

 
２．利用する必要はない⇒問16へ

 １．利用している　　⇒月に(　　　)日　　１日当たり（　　　）時間 

２．利用していない

 １．知らない人に子どもを預けることに不安がある 

２．サービスの利便性が悪く利用しづらい 

３．サービスの利用方法（手続き等）がわからない 

４．利用料金が高い 

５．ファミリー・サポート・センターのことを知らなかった 

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

７．利用する必要がない

 １．今後も利用を続けたい　　　　　　　　　⇒月に(　　　)日  １日当たり（　　　）時間 

２．現在利用していないが、今後利用したい　⇒月に(　　　)日  １日当たり（　　　）時間 

３．利用予定はない
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放課後の過ごし方についてうかがいます 

問18　宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしてい

ますか。また、過ごさせたいと思いますか。それぞれについて、当てはまる番号すべてに○をつけ、

週当たり日数を数字でご記入ください。 

 

問19　問18で「６．学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、学童クラブを何年生まで利用したいと思いますか。平日の放課後、土曜

日、日曜日・祝日、夏休み・冬休み等の長期休暇期間中のそれぞれについて、当てはまる番号１つ

に○をつけてください。また、利用したい時間帯も、（例）9～18時のように24時間制でご記入くだ

さい。 

 

 
現在過ごしている場所 過ごさせたい場所

 １．自宅 

週(　　)日くらい

１．自宅 

週(　　)日くらい

 ２．祖父母宅や友人・知人宅 

週(　　)日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 

週(　　)日くらい

 ３．習い事（ﾋﾟｱﾉ教室、ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ、学習塾など） 

週(　　)日くらい

３．習い事（ﾋﾟｱﾉ教室、ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ、学習塾など） 

週(　　)日くらい

 ４．児童館 

週(　　)日くらい

４．児童館 

週(　　)日くらい

 ５．放課後子ども教室 

週(　　)日くらい

５．放課後子ども教室 

週(　　)日くらい

 ６．学童クラブ 

週(　　)日くらい

６．学童クラブ 

週(　　)日くらい

 ７．ファミリー･サポート・センター 

週(　　)日くらい

７．ファミリー･サポート・センター 

週(　　)日くらい

 ８．公共施設（図書館、ゆとろぎ、公園など） 

週(　　)日くらい

８．公共施設（図書館、ゆとろぎ、公園など） 

週(　　)日くらい

 ９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

週(　　)日くらい

９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 

週(　　)日くらい

 平日の放課後 土曜日 日曜・祝日 夏休み・冬休み等

 １．低学年（１～３年生） 

の間は利用したい 

２．４年生まで利用したい 

３．５年生まで利用したい 

４．６年生まで利用したい 

５．利用する必要はない

１．低学年（１～３年生） 

の間は利用したい 

２．４年生まで利用したい 

３．５年生まで利用したい 

４．６年生まで利用したい 

５．利用する必要はない

１．低学年（１～３年生） 

の間は利用したい 

２．４年生まで利用したい 

３．５年生まで利用したい 

４．６年生まで利用したい 

５．利用する必要はない

１．低学年（１～３年生） 

の間は利用したい 

２．４年生まで利用したい 

３．５年生まで利用したい 

４．６年生まで利用したい 

５．利用する必要はない

 利用したい時間帯 

(　　)時～(　　)時まで

利用したい時間帯 

(　　)時～(　　)時まで

利用したい時間帯 

(　　)時～(　　)時まで

利用したい時間帯 

(　　)時～(　　)時まで
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宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

問20　宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

（１）母親【父子家庭の場合は記入は不要です】　当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

（１）-１　（１）で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えくだ

さい。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（カッコ内に数字でご記入ください。） 

 

（２）父親【母子家庭の場合は記入は不要です】　当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

（２）-１　（２）で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えくだ

さい。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（カッコ内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

 

 １．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない

 　１週当たり　　　（　　）日　　　　　　　　１日当たり　　（　　）時間

 １．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、　 

育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない

 　１週当たり　　　（　　）日　　　　　　　　１日当たり　　（　　）時間
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問21　母親又は父親の就労状況（問20）で「３」「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○を

つけた方にうかがいます。該当しない方は、問22へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

 

（２）父親 

 

問22　母親又は父親の就労状況（問20）で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「６．これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は問22へお

進みください。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当するカ

ッコ内には数字をご記入ください。 

（１）母親 

 

（２）父親 

 １．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込み

がある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現できる見込

みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい

 １．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込み

がある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現できる見込

みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい

 １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが　（　　　）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

　→希望する就労形態　　　ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

　　　　　　　　　　　　　イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

　　　　　　　　　　　　　　→１週当たり　（　　）日　　１日当たり　（　　　）時間

 １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが　（　　　）歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

　→希望する就労形態　　　ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

　　　　　　　　　　　　　イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

　　　　　　　　　　　　　　→１週当たり　（　　）日　　１日当たり　（　　　）時間
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてうかがいます 

 

問23　宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、

父親それぞれについて、もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。また、取得していな

い方は、その理由として当てはまる番号すべてを選択肢から選んでご記入ください。 

 

 

子育て環境や生活状況についてうかがいます 

 

問24　あなたの世帯の現在の暮らし向きについてうかがいます。当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

 

 母親（いずれか１つに○） 父親（いずれか１つに○）

 １．働いていなかった 

２．取得した 

３．取得していない 

 

 

 

１．働いていなかった 

２．取得した 

３．取得していない

 １．大変ゆとりがある 

２．ややゆとりがある 

３．普通

４．やや苦しい 

５．大変苦しい

【取得していない理由】 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育園などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 
９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ

るなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則

に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさ

なかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した 
15.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【取得していない理由】 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育園などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 
９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ

るなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則

に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさ

なかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した 
15.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問25　全世帯（住民票上同じ世帯）の昨年の収入の合計額はおよそいくらでしたか。当てはまる番号１

つに〇をつけてください。【新規】 

 

問26　生活するうえで、どのような不安や悩みをもっていますか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

 

問27　あなたの家庭では、１週間にどれくらい、お子さんに手作りの夕食を用意しますか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

 

問28　お子さんは普段どのように夕食をとっていますか。もっとも当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

 

問29　あなたを含めた、ご家族との関係についてうかがいます。あなたのご家庭では、お子さんと次の

ようなことをすることがありますか。それぞれについて当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 １．100万円未満 

２．100～200万円未満 

３．200～300万円未満 

４．300～400万円未満 

５．400～500万円未満

６．500～700万円未満 

７．700～1,000万円未満 

８．1,000～1,500万円未満 

９．1,500～2,000万円未満 

10．2,000万円以上

 １．生活費に関すること 

２．教育費に関すること 

３．仕事（就職・転職含む）に関すること 

４．住居に関すること 

５．子育て・教育に関すること

６．健康に関すること 

７．友人・隣人との付き合いに関すること 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　） 

９．特にない

 １．毎日 

２．週に６日 

３．週に５日

４．週に４日 

５．週に３日 

６．週に２日

７．週に１日 

８．まったく用意しない 

 １．家族で食べる 

２．兄弟・姉妹で食べる

３．１人で食べる 

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

 
週
に
５
回
以
上

週
に
３
～
４
回

週
に
１
～
２
回

月
に
１
～
２
回

め
っ
た
に
な
い

 （１）お子さんの勉強を見る １ ２ ３ ４ ５

 （２）お子さんと一緒に外で遊ぶ １ ２ ３ ４ ５

 （３）お子さんと一緒に家の中で遊ぶ １ ２ ３ ４ ５

 （４）お子さんと学校生活などの話しをする １ ２ ３ ４ ５

 （５）お子さんと一緒に家事をする １ ２ ３ ４ ５

 （６）お子さんと一緒に外出する（買い物含む） １ ２ ３ ４ ５
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問30　地域に子どもへの食事の提供や学習支援を行う場所があったら、お子さんを参加させたいと思い

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

子育てに対する意識などについてうかがいます 

 

問31　自分にとって子育てを楽しいと感じるときが多いと思いますか。それとも辛いと感じるときが多

いと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問32　自分にとって子育ての楽しさ、やりがいはどんなことだと思いますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

 

問33　子育てに関して、不安や負担を感じていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

問34　お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

 

 （１）食事の提供 １．参加させたい ２．参加させたくない ３．わからない

 （２）学習支援 １．参加させたい ２．参加させたくない ３．わからない

 １．いつも楽しい（辛いと感じるときはない） 

２．楽しいと感じるときの方が多い 

３．楽しいと感じるときと辛いと感じるときが同じくらい 

４．辛いと感じるときの方が多い 

５．いつも辛い（楽しいと感じるときはない） 

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 １．子どもの日々の成長ぶりがわかること 

２．子どもとともに自分が成長できること 

３．仕事や人間関係でいやなことがあっても、子どもといることでいやされること 

４．一人の人格を育てること 

５．自分の理想に合わせて、子どもを育てること 

６．自分のことを必要とする存在があること 

７．子どもを通して家族の意識・絆が深まること 

８．子どもを通して友人が増えること 

９．子どもを通して自分の活動範囲が広がること 

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 １．非常に不安や負担を感じる 

２．しばしば不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担は感じない

４．まったく感じない 

５．なんともいえない

 満足度が低い 満足度が高い

 １ ２ ３ ４ ５
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問35　子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。当てはま

る番号３つ以内に○をつけてください。 

 

問36　あなたは、市にどのような子育て支援策を期待しますか。当てはまる番号３つ以内に○をつけて

ください。 

 

 

 １．病気や発育・発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからないこと 

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

８．子どもの教育に関すること 

９．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

10．登校しぶり、不登校などの問題について 

11．子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

13．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など周りの見る目が気になること 

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

15．子どもを叱りすぎているような気がすること 

16．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

17．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからないこと 

18．子育てに出費がかさむこと 

19．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

20．特にない

 １．定員拡大などの待機児童対策 

２．幼稚園での２歳児からの受け入れ 

３．一時預かりの充実 

４．幼児教育・保育サービスの質の向上 

５．子育てに関する経済的支援 

６．妊娠・出産・子育てのための切れ目のない支援 

７．親同士の交流の場の充実 

８．子育てに関する情報提供の充実 

９．子育てに関する相談支援の充実 

10．子どもの居場所づくりの充実 

11．子どもに関する手続きや子どもが利用する施設の入退室・出欠席等における電子化の推進 

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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ヤングケアラーについてうかがいます 

 

問37　ヤングケアラーとは以下のとおりとされています。ヤングケアラーを知っていましたか。当ては

まる番号一つに〇をつけてください。【新規】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問38　ヤングケアラーと思われる子どもがあなたの周りにいると思いますか。当てはまる番号１つに〇

をつけてください。【新規】 

 

問39　ヤングケアラーに対してどのような支援が必要だと思いますか。当てはまる番号すべてに〇をつ

けてください。【新規】 

 １．詳しく知っている ２．知っている ３．知らない

 １．いる ２．いない ３．わからない

 １．ヤングケアラー自身がいつでも相談できる窓口の創設 

２．ヤングケアラー同士が悩みや経験を共有し合うオンラインサロンの設置 

３．家庭が抱えている不安や悩み等の傾聴及び相談支援の充実 

４．家事・育児支援などのサービスの充実 

５．ヤングケアラーの社会的認知度向上のための広報啓発活動 

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行って

いるこどものこと。責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがありま

す。例えば以下のような状態のこどもたちです。 

・障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・洗濯などの家事をしている。 

・家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている。 

・障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている。 

・目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをしている　　他 

（厚生労働省・子ども家庭庁ホームページ）
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登校についてうかがいます 

 

問40　あなたのまわりに学校に在籍しながら、登校を渋り、常態として通学していない（家などで過ご

している）お子さん（おおむね小学生～大学生）はいますか。当てはまる番号１つに〇をつけてく

ださい。【新規】 

 

【問40で「１．いる」と回答した方にうかがいます。】 

問40-１　対象のお子さん（おおむね小学生～大学生）は普段、どれくらい外出しますか。当ては

まる番号１つに〇をつけてください。【新規】 

 

問41　対象のお子さん（おおむね小学生～大学生）に対してどのような支援が必要だと思いますか。当

てはまる番号すべてに〇をつけてください。【新規】 

 

 １．いる ２．いない ３．わからない

 １．自室からほとんど出ない 

２．自室から出るが、家からは出ない 

３．近所にはでかける

４．趣味の用事のときだけ外出する 

５．その他（　　　　　　　　　　　　）

 １．相談窓口の周知・相談窓口の充実 

２．当事者や家族のための居場所づくり 

３．市民等への講演会・研修会の開催

４．当事者や家族の交流機会の創出 

５．東京都、市や民間団体等の連携の充実 

６．その他（　　　　　　　　　　　　）
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羽村市についてうかがいます 

 

問42　羽村市に住むことになったきっかけについて、当てはまる番号すべてに〇をつけてください。【新

規】 

 

問43　羽村市における、子育て環境の強みと弱みはどのようなものだと思いますか。それぞれ当てはま

る番号すべてに〇をつけてください。【新規】 

 

問44　「こどもまんなか社会」とは以下のとおりとされています。以下の文を読んで、羽村市は、現時

点でこどもまんなか社会を実現していると思いますか。当てはまる番号１つに〇をつけてください。

【新規】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．もともと羽村市に住んでいる 

２．交通（通勤や通学等）の便が良いから 

３．親族(親など)が近くにいるから 

４．日頃の買い物などが便利だから 

５．保育所や学校など子育て・教育環境がよいから

６．自然環境が身近にあるから 

７．文化・スポーツ施設が充実しているから 

８．羽村市が好きだから 

９．その他（　　　　　　　　　　　　　）

 【強み】（当てはまる番号すべてに〇） 【弱み】（当てはまる番号すべてに〇）

 １．子どもが安全に遊べる場所がある １．子どもが安全に遊べる場所が少ない

 ２．身近に公園や緑があり、自然に触れる場所
がある

２．自然に触れる場所や公園が少ない

 ３．子どもと一緒にでかけられる施設がある ３．子どもと一緒にでかけられる施設が少ない

 ４．住んでいる人が温かく、コミュニティ活動
が活発である

４．住民同士があまり干渉せず、コミュニティ
活動が希薄である

 ５．希望する幼稚園や保育所等に通うことがで
きる

５．希望する幼稚園や保育所等に通うことがで
きない

 ６．教育・保育の質が高い ６．教育・保育の質が低い

 ７．気軽に相談できる窓口が整備されている ７．気軽に相談できる窓口が少ない

 ８．児童館や図書館などの公共施設が充実して
いる

８．児童館や図書館などの公共施設が少ない

 ９．助成金や手当なでの経済的支援が充実して
いる

９．経済的支援が不十分である

 10．その他（　　　　　　　　　　　　　） 10．その他（　　　　　　　　　　　　　）

 １．実現している ２．やや実現している ３．やや実現していない ４．実現していない

「こどもまんなか社会」とは・・・ 

全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、生涯に

わたる人格形成の 

基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている

環境等にかかわらず、 ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的（バイオサイコ

ソーシャル）に将来にわたって幸せな状態 （ウェルビーイング）で生活を送ることができる社会。 

出典：「今後５年程度を見据えたこども施策の基本的な方針と重要事項等～こども大綱の策定に向けて～（中間整理）

（案）」こども家庭審議会
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問45　「こどもまんなか社会」と聞いて、どのような社会をイメージしますか。当てはまる番号１つに

〇をつけてください。【新規】 

 

 

問46　最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関するご意見をご記入ください。 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、12月８日（金）までにご投函ください。

 １．こどもや子育て当事者の意見を聞き、それが反映された社会 

２．すべてのこどもが幸せに暮らせる社会 

３．こどもの権利が保障された社会 

４．子どもに関する取組が最優先になる社会

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


